
ぉ
叩
ま
す
。
唯
私
の
不
{
女
に
感
ず
る
乙
と
一
す
。
世
間
に
は
穣
々
の
会
合
が
あ
り
ま
す

は
(
今
の
主
旨
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と

一
が
得
て
し
て
鳴
か
ず
、
飛
ば
ず
に
終
る
乙

に
起
因
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
)
と
一
と
が
ま
h
あ
る
様
に
見
聞
致
し
て
お
り
ま

れ
迄
五
、
六
度
出
席
し
て
み
て
何
か
一
本

一す
。
唯
単
に
親
睦
と
い
う
だ
け
の
も
の
で

欠
け
る
処
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
一
占
め
れ
ば
そ
れ
で
も
宜
し
い
と
思
い
ま
す
。

な
い
。
原
因
に
つ
い
て
は
乙
れ
迄
深
く
考
一
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
叉
単
調
な
日
常
生
活

え
た
事
は
な
か
っ
た
が
、
今
回
此
の
稿
を
、
一
に
潤
い
を
も
た
h

り
す
楽
し
み
と
い
え
ま
し

お
』
せ
っ
か
つ
て
み
て
、
と
れ
で
良
い
の

一
ょ
う
。

で
あ
ろ
う
か
と
思
う
と
共
に
叉
今
後
の
会
一
併
し
叉
そ
の
会
を
通
じ
て
何
か
を
得
ん

の
、
よ
り

一
層
の
発
展
の
た
め
に
も
、
一

一
と
す
る
窓
欲
の
強
い
場
合
、
其
の
代
償
と

考
す
る
の
も
無
駄
で
は
な
か
ろ
う
か
と
恩
一

し
て
会
員
夫
々
が
逮
営
に
対
レ
、
均
等
の

い、

私
な
り
に
考
え
て
み
ま
じ
た
。

一努
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。

先
ず
気
に
な
る
乙
と
は
四
月
の
新
年
度
一
会
の
成
長
も
人
体
と
同
様
に
章
て
肉

の
総
会
の
謡
題
に
も
な
り
ま
し
た
例
今
日
一
付
け
共
永
い
年
月
と
た
ゆ
ま
な
い
精
進
が

の
出
席
率
が
あ
ま
り
か
ん
ば
し
く
な
い
こ

一
伴
う
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

と
で
す
。
比
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
失
々
一
あ
す
な
ろ
も
年

一
年
と
成
長
し
、
見
事

あ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
少
く
と
も
毎
会
、一な
檎
の
木
の
様
に
な
る
と
と
を
期
待
し
私

会
員
総
数
の
八
割
程
度
は
万
障
繰
合
せ
出

一も
微
力
乍
ら
尽
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

席
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

一

i
A
l
t
q』
}
f
t
t
i
hE

参
会
者
が
少
い
と
必
然
的
に
会
の
遼
営

一

緑

滴

仰

に
支
障
来
た
す
ζ
と
は
も
と
よ
り
、
会
員

一

相
互
の
親
睦
一
玄
々
の
精
神
に
も
反
す
る
わ

一あ
す
な
ろ
の
悲
願
を
乙
め
て
集
う
明
日
に

け
で
す
が
、
よ
り
私
が
心
配
す
る
こ
と
ま
、
一
隻
己
る
人
々
の
ま
じ
め
な
研
修
グ
ル
ー
プ

』

一に
そ
の
末
席
を
汚
し
て
、
此
の

一
年
得
る

出
席
者
数
が
少
い
た
め
に
お
き
る
気
分
の

一処
多
か
っ
た
。

洗
滞
に
よ
る
今
の
運
営
意
欲
の
低
下
、
マ
司一

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
も
好
窓
的
目
ざ
し
で
見

ン
ネ
リ
化
等
々
に
影
響
す
る
か
ら
で
す
。

一
つ
め
て
く
れ
て
い
る
。

会
員
の
メ
ン
バ
ー
の
ど
な
た
を
み
て
も
、
一部
も
且
っ
て
比
の
様
な
グ
ル
ー
プ
結
摘
に

一奔
走
し
た
事
が
あ
っ
之
が
当
時
は
情
勢
利

職
資
上
繁
忙
で
あ
る
乙
と
は
言
う
迄
も
あ
一
指
ず
流
産
に
終
っ
て
、
あ
れ
か
ら
十
唱。

り
ま
せ
ん
し、

尚
且
其
の
よ
会
の
運
営
の

一
む
き
だ
し
な
資
本
主
義
の
斗
い
が
蛾
烈
に

た
め
に
労
を
と
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
役
員

一な
っ
た
昨
今
、
吾
々
の
担
う
使
命
こ
そ
叉

一
大
い
に
怠
務
め
る
も
の
と
言
え
様
e

の
方
遥
に
対
し
て
誠
に
申
訳
な
い
こ
と
で

一

x

x

x

す
。
要
す
る
に
私
逮
の
一
人
一
人
が
極
力

一
陽
の
当
ら
ぬ
谷
間
に
生
き
る
名
無
し
草
に

出
席
す
る
乙
と
が
ひ
い
て
は
会
の
士
宮
に
一
も
生
き
る
執
念
が
あ
る
。

も
添
い
、
皆
さ
ん
と
わ
ず
か
の
時
間
で

も

一踏
ま
れ
て
も
(
大
資
本
攻
勢
)
、
努
宇
佐
摘

一
ま
れ
で
も
(
冷
酷
な
税
金
)、

何
の
抵
抗

談
笑
す
る
こ
と
が
あ
す
な
ろ
の
限
り
な
く
一
も
数
て
忍
ん
で
、
じ
っ
と
生
き
な
が
ら
う

成
長
さ
る
源
泉
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
一
事
を
神
に
祈
る
・
苛
酷
な
運
命
に
枯
れ
た

存
じ
ま
す
。
次
に
私
達
が
努
力
し
な
け
れ
二
掬
の
あ
っ
た
と
て
、
誰
も
同
情
す
ら
よ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
ζ
と
は
「
あ
す

一
せ
様
と
ら
し
な
い
・:
生
き
る
事
に
の
み
:

一
努
力
す
る
縮
命
を
人
々
は
中
小
企
業
の
経

な
ろ
」
を
ど
の
よ
う
に
し
て
は
ぐ
く
み
育
一
営
と
言
う

:

-

て
る
、
か
と
い
う
と
と

だ

ろ

う

と

存

じ

ま

一

×

×

×

×

会
報
発
刊
の
辞

「
あ
す
な
ろ
」

林

手

夫

俊

長

会

会長挨拶

あすなろの成長に期待する

あすなろくらぶのあゆみ

私とあすなろ

自転車産業斜陽論

文芸欄
私の経蛍理念

ポケッ トマネージメント

会
並
の
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ア
ヂ
テ
l
タ

l
カ

i
が
走
っ
て
居
り
釧
路
市
の
摺
進
を

如
実
に
物
語
っ
て
居
立
ま
す
。

「あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
」
は
会
員
み
ん
な

の
会
で
す
。
吾
々
の
集
り
が
躍
進
釧
路
の

牽
引
車
で
あ
る
と
云
う
誇
り
を
い
つ
も
持

ち
た
い
も
の
で
す
。
「
あ
す
な
ろ
の
木
」

の
よ
う
に
毎
日
毎
日
槍
に
な
る
よ
っ
に
真

直
ぐ
伸
び
た
い
も
の
で
す
。

お
互
に
仲
良
く
励
ま
し
合
い

「経
営
」

に
「
販
売
」
に

「
管
理
」
に
大
い
に
勉
強

し
合
お
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「例
会
」
に

「研
修
会
に

「
会
報
」
に

大
い
に
怠
見
を
述
べ
、
抱
負
を
発
表
し
て

頂
き
た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

終
り
に
会
員
諸
氏
の
御
繁
盛
と
御
健
康

を
祈
念
い
た
し
て
会
報
発
刊
の
辞
と
い
た

し
ま
す
。

「
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
」
が
発
足
し
て
か

ら
一
年
余
、
今
回
念
願
が
笑
の
っ
て
、
会

報
を
発
行
す
る
と
と
が
出
来
ま
し
た
乙
と

は
、
真
に
鹿
し
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ζ

れ
も
一

室
に
会
員
諸
氏
の
絶
大
な
る
御
支

援
の
賜
と
深
く
感
謝
し
て
居
り
ま
す
。
会

の
盛
々
進
展
と
共
に
会
報
も
亦
大
い
に
充

実
レ、

吾
々
の
明
日
へ
の
希
望
の
湿
と
な

る
乙
と
を
信
じ
て
居
り
ま
す
。

過
ぎ
し

一
年
会
長
と
一
玄
う
大
役
を
拝
し
、

更
に
今
年
度
も
亦
再
び
お
引
受
け
い
た
し

た
こ
と
は
、
生
来
の
非
才
な
私
に
取
り
ま

し
て
身
に
余
る
大
役
で
す
が
、
会
の
発
展

部

一

の

た

め

、
亦
釧
路
市
経
済
の
進
展
の
た
め

時
一
ぶ
鴬
馬
に
級
打
っ
て
努
力
い
た
し
た
い
と

刈
一
思
っ
て
居
り
ま
す
の
で
、
尚
一
層
の
会
員

ラ

一
諸
氏
の
温
情
あ
る
御
協
力
を
お
ね
が
い
い

ク

一
た
し
ま
す
。

問

1

吾
々
の
住
む
釧
路
の
衝
に
も
近
頃
大
都

スア路刷
出

;欠目
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Z
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あ
す
な
ろ
の
成
長
に
期
待
す
る

生

森

野

gょa
Zゴ

発行所

あ
す
な
ろ
、
あ
ま
り
間
馴
れ
な
い
言
葉
一
私
は
途
中
よ
り
の
入
会
な
の
で
発
足
時

で
あ
り
、
お
〉
か
た
の
人
に
聞
い
て
も
、

一
の
盛
上
っ
た
何
か
を
や
ろ
う
と
い
う
皆
さ

適
格
に
返
事
の
出
来
る
方
は
い
な
い
。
そ
一
ん
の
心
意
気
に
は
ふ
れ
て
お
ら
ず
甚
だ
申

れ
程

一
般
の
人
に
は
縁
の
な
い
言
葉
で
あ
一
訳
な
い
が
、
舷
今
申
し
上
げ
た
愛
着
を
感

る
。
正
直
の
処
、
私
自
身
も
今
回
入
会
す
一
じ
そ
う
で
あ
り
、
叉
従
っ
て
会
の
本
当
の

る
こ
と
に
よ
り
初
め
て
わ
か
っ
た
様
な
次
一
主
旨
と
云
う
か
、
精
神
を
理
解
し
て
い
な

館
で
あ
り
、
縁
が
な
け
れ
ば
、
あ
る
い
は

一
い
と
云
う
乙
と
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か

知
ら
な
い
で
終
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

一
と
反
省
致
し
て
お
り
、
一
日
も
早
く
今
の

併
し
馴
染
み
の
薄
い
此
の
言
葉
に
も
少
一
運
営
に
、
会
員
の
皆
様
の
心
に
溶
け
と
み

し
ず
つ
愛
着
を
感
じ
て
き
そ
う
で
あ
る
。

一
今
の
精
神
の
把
握
に
努
力
致
し
度
存
じ
て

38.6.20 No 1 
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× 



(2) 

。
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
ク
の
歩
み

躍
進
す
る
青
年
都
市
釧
路
の
各
業
界
も

令四
、
第
三
回
例
会
、
四
弓
二
十
一
日
、
出

近
年
と
み
に
-一
段
と
き
び
し
さ
を
加
え
て
席
、
二
十
六
名
を
数
え
、
会
の
気
運
が

き
た
e
そ
う
し
た
生
存
競
争
の
は
げ
し
い

一

盛
り
上
が
る
。

日
々
の
中
か
ら
、
如
何
に
し
て
企
業
を
育

一

談
話
者
、
儀
俄
政
夫
、
経
営
一
力
雄
の
両

て、

健
全
経
営
の
軌
道
に
乗
せ
る
か
等
に

-

兄
が
ト
ッ
プ
を
飾
る
。

業
種
と
そ
違
え
、
共
通
の
諸
問
題
を
取
上

一

経
営
、
販
売
、
主
任
、
企
画
の
四
委
員

げ
て
、
ザ
ツ
ク
パ
ラ
ン
に
腹
を
割
っ
て

、

一
会
が
正
式
メ
ン
バ
ー
の
編
成
を
み
て、

話
し
会
い
、
叉
親
臨
ぞ
深
め
な
が
ら
、
商
一

活
動
を
開
始
し
た
。

売
の
勉
強
ぞ
一
年
生
に
な
っ
℃
勉
強
し
て

一五
、
四
月
下
旬
か
ら
五
月
よ
旬
に
か
け
て

0
と
う
、
と
言
う
様
な
事
か
ら
一
こ
、
四
名

一

各
委
員
会
ご
と
に
、
行
事
計
画
及
び
活

の
同
志
が
申
心
と
な
っ
て
、
呼
び

か
け
た

一
通
勤
の
方
針
を
定
め
報
告
す
る
ζ

と
に
な

と
と
ろ
約
三
十
名
近
く
の
共
鳴
者
が
、
‘ま
-

り、

各
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
会
合
を
も

ど
た
く
聞
に
現
れ
舟
ク
ラ
ブ
発
足
の
気
運
一
っ
と
と
と
な
り
、
い
ろ
い
ろ
と
具
体
策

が
高
ま
り
第

一
回
の
懇
談
会
争
開
く
運
び

一

を
練
っ
た
。

と
な
っ
た
e

一六
、
第
二
回
役
員
会
於
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、

記

一

五
弓
十
四
日
経
営
委
員
会
の
提
出
し

一、

昭
和
三
十
七
年
二
月
一
八
日

(
臼
)

一
た
案
件
に
よ
り
、
第

一
回
の
研
修
会
を

正
午
よ
り
、
と
と
ろ
、
末
広
町
灘
万
、
一
関
く
と
と
に
決
定
、
親
睦
会
を
合
せ
て

集
う
は
一
九
名
、
か
く
て
初
年
度
の
役
一
会
食
(
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
)
を
行
う
事
に

員
が
選
出
さ
れ
、
連
絡
事
務
所
を
安
本

一
な
り
場
所
も
東
映
ホ
テ
ル
を
使
う
と
と

金
物

K
Kに
置
く
事
と
な
り
、
各
行
事
一
に
な
っ
た
次
第
。

計
画
と
今
後
の
万
針
が
打
出
さ
れ
、
叉一
七
、
第
四
回
例
会
五
司
十
九
日

会
則
等
の
決
定
を
み
て
、
第
一

回
の
会
一
出
席
者

一
八
名
、
談
話
者
、
佐
藤
、
梶

合
を
終
る
。

一
の
商
兄
、
「
食
品
業
界
の
情
祝
」
と

二
、
第
一
回
役
員
会
、

三
月
一
日
、
正
午
一
「
印
刷
長
術
の
利
点
」
等
々

会
員
名
簿
、
会
則
等
の
印
刷
、
新
会
員
一
尚
、
各
委
員
会
よ
り
、
会
合
の
結
果
を

の
勧
誘
、
例
会
の
白
取
、
会
費
の
件
、
一
報
告
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
た
。

パ
ッ
チ
作
成
の
デ
ザ
イ
ン
等

々

一

八、

第

一
回
研
修
会
、
五
弓
二
十
四
臼

定
例
々
会
を
泉
屋
で
行
う
事
に
決
定
。

於
東
映
ホ
テ
ル
、
講
師
、
横
地
専
務
、

一一、

第
二
回
例
会
三
月
二
十
四

日

於

泉

「初
任
級
と
昇
給
に
つ

い
て
」

初
任
級

屋
、
出
席

一
九
名

か
ら
昇
給
、
叉
退
職
金
制
度
の
県
案
の

役
員
会
の
案
件
を
計
り
、
会
費
を
五

O

諸
問
題
に
豊
富
な
体
験
と
研
究
の
デ

l

n
H
)
円
と
決
定
、
部
会
を
設
け
る
と
と
タ
ー
を
も
と
に
メ

ス
を
入
れ
て
聴
講
者

に
な
勺
た
e
叉
例
会
に
は
、
各
会
員
の
に
共
鳴
を
呼
び
、
各
業
種
に
わ
た
っ
て

テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
、

約
十
分

非

常
に
参
考
と
な
り
、
内
容
を
更
に
、

印
刷
し
て
会
員
に
配
布
し
、
今
後
の
指

針
と
す
る
事
に
な
っ
た。

研
修
会
後
、
会
食
に
移
り
、
少
々
肌
寒

8
を
覚
え
な
が
ら
も
わ
が
街
並
を
眺
め

な
が
ら
、
名
物
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
に
ビ

ー
ル
を
傾
け
て
、
和
気
ア
イ
ア
イ
の
中

に
散
会
し
た
。

九、

第
三
回
役
員
会
、
六
司
十
三
日

新
会
員
に
つ
い
て
、
パ

ッ
チ
に
つ
い

て

宣
伝
委
員
会
の
行
事
に
つ
い
て

十
、
第
五
回
例
会
、
六
月
十
六
日
こ
九

名
)
談
話
者
、
小
沢
、
渡
辺
の
両
兄

「
建
材
の
実
用
性
」「
木
工
品
の
近
況
」

等
々

宣
伝
委
員
会
よ
り
、

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の

報
告
あ
り
、
(
瀬
村
、
今
回
両
氏
)

「
広
告
宣
伝
に
つ
い
て
」
瀬
村
氏

右
記
の
本
質
的
な
問
題
よ
り
、
笑
例
を

上
げ
て
の
解
剖
は
会
員
に
大
き
な
、

指
針
と
な
っ
た
。

具
体
的
な
実
例
と
、
数
字
を
か
か
げ
て

よ
く
調
査
と
研
究
が
な
さ
れ
て
い
た

の

に
は
、
一
周
頭
が
下
が
っ
た
。
内
容
を

早
速
印
刷
に
か
け
会
員
に
配
布
し
た
。

十
一

、
第
六
回
例
会
七
弓
二
十
一
日

一
六
名
、
談
話
者
、

小
西
、
佐
々
木
氏

(
業
界
の
近
況
と
商
庖
経
営
の
な
や
み
)

尚
、
販
売
委
員
会
に
よ
る
研
修
会
が
、

九
月
労
働
会
館
に
於
い
て
開
催
の
運
び

と
な
る
。

十
二
、
七
月
二
十
二
日
、

例
会
の
際
全
員

の
同
意
を
得
て
大
川
町
の
火
災
見
舞
と

し
て
二
、

0
0
0円
を
寄
附
す
る

(
例

の
子
供
三
人
の
燐
死
事
件
)

十
三
、

第
七
回
例
会
、
八
弓
一
八
日
、
一

五
名
、
談
話
者
、
池
ケ
谷
民
、
業
界
の

近
況
、
協
議
事
項
、
パ
ツ
ヂ
の
件
、
第

二
回
の
研
修
会
を
行
う
事
に
決
定
。

十
四
、
第
四
回
役
員
会
九
司
十

一
日

第
二
回
研
修
会
の
具
体
的
な
打
合
せ
。

十
五
、

第
二
回
研
修
会

九
弓
一
八
日

一
六
名
、
於
労
働
会
館
、
五
母
会
議
室

講
師
、
丸
文
、
清
水
氏

「中
駆
在
員
訓

練
テ
キ
ス
ト
」
中
堅
社
員
の
責
任
に

つ

い
て
及
び
幹
部
社
員
養
成
の
重
要
性
を

再
認
識
す
e

尚
、
敷
自
国
商
会
の
提
供
に
よ
り
、
力
ク

テ
ル
パ

1
テ
ー
を
行
い
、
一

同
大
い
に

通
銀
り
を
発
揮
カ
ク
テ
ル
あ
す
な
ろ
等

が
生
れ
た
。

十
六
、
第
八
回
例
会
、
十
月
二
十
日
(
十

七
名

)

ス

ラ
イ
ド
上
映
、
ホ
ン
ダ
モ

ー
タ
ー
提
供

「
サ
ー
ビ
ス
の
本
質
」
松

田
氏
の
説
明
よ
ろ
し
さ
を
得
て
、
社
員

教
育
上
に
大
い
に
毎
考
。

十
七
、

釧
路
ト
ヨ
タ
自
動
車

K
K、
高
丸

氏
、
根
室
所
長
に
栄
転
す
。

十
八
、

第
九
回
例
会

十
一
月
十
七
日

十
四
名
談
話
者
、
浅
野
、
窪
田
の
両

兄
、
業
界
の
近
況
に
つ
い

て

十
九
、

第
五
回
役
員
会

十
一
月
二
十
四

日
、
漸
ゃ
く
に
し
て
パ
ツ
ヂ
で
き
る
。

一
個
三
百
円
、
忘
年
会
の
件

二
十
、

第
十
四
例
会
兼
忘
年
会

十
二
月
十
五
日
、
於
八
ま
き
、
二
十
二

名
、
談
話
者
、

山
下
、

最
上
の
両
兄

カ
メ
ラ
の
質
疑
応
答
、
セ
ー
ル
ス
学
の

テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
説
明

今
後
、
セ
ー
ル
ス
諮
庖
テ
キ
ス
ト
が
、
十

最
よ
氏
に
よ
り
、

継
続
さ
れ
る
と
と
に

↑
釧
路
の
街
に
も
ピ
ル
が
林
立
し
て
刻
々
と

な
っ
た
。
叉
々
、
敷
島
商
会
よ
り
シ
ヤ
一
都
市
形
成
が
金
融
資
本
と
大
企
業
を
陳
頭

ン
ペ
ン
等
を
特
価
に
て
提
供
い
た
だ
き
一
に
推
進
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
ピ
ル
の
陽
影
に

抜
く
と
つ
等
を
習
っ

て
、
大
い
に
気
焔

一
僚
す
ん
で
、
生
品
己
る
事
の
空
じ
さ
を
悟
る

を
あ
げ
、
本
年
の
最
終
を
飾
っ
た
。

一
悲
劇
は
、
せ
め
て
吾
々
の
グ
ル
ー
プ
に
は

こ
十
一

第
十
一

回
例
会

-
一
司
二
十
六
一
縁
遠
い
も
の
に
し
た
い
?

目
、
十
五
名
、
新
年
の
初
顔
合
せ
、
お
一
そ
の
た
め
に
も
、
吾
々
は
益
々
ス
ク
ラ
ム

互
い
の
共
通
の
問
題
に
懇
談
的
に
諮
し
一
を
固
め
、
お
互
い
の
研
鈴
を
頒
ち
あ
い
、

合
い
和
気
あ
い
あ
い
の
極
に
終
る
。

一
明
日
に
生
き
る
希
望
と
、
生
き
る
執
念
を

二
十
二
、
第
六
回
役
員
会

二
弓
十

一
日

一
今

一
度
確
め
た
い
も
の
で
あ
る
。

敷
島
商
会
工
場
見
学
に
つ
い

τ

-

新
年
度
の
行
事
計
画
に
つ
い
て

会
則
、
例
会
日
の
検
討
等

二
十
三
、

第

一
回
工
場
見
学
、
二
月
一
九

目
、
敷
島
商
会
、
住
吉
町
工
場
事
務
所

に
診
集
二
十
三
名
、
酒
造
の
行
程
に
つ

い
て

瀬
村
氏
及
び
工
場
長
よ
り
説
明
亭
受
け

左
党
の
諸
氏
も
認
識
を
新
た
に
す
否
。

見
学
後
、
銘
酒
、
ピ
l
ル
の
利
酒
等
、

仲
々
の
優
等
生
も
現
れ
る
e
原
酒
を
た

ら
ふ
く
馳
走
に
な
り
、
グ
ロ

Y
キ
l
の
会

員
も
出
て
、
印
象
に
残
る
@

二
十
四
第
十
二
回
例
会
、
三
月
土
ハ
日

十
三
名

総
会
の
日
時
決
定

今
後
の
例
会
目
、

会
員
の
整
備
等

諮
問
題
の
打
合
せ
。

二
十
五
、
か
く
て

一
カ
年
聞
は
ア
ツ
と
言

う
聞
に
過
ぎ
妾
り
、
種
々
の
問
題
点
を

残
し
て
第
二
年
目
に
入
り
愈
有
佳
境
に

入
ら
ん
と
し
て
い
る
。

二
伸

総
会
は
四
弓
二
十
七
日
行
事
計

画
、
役
員
再
選

存素

滴

ω
梶

生



通
の
悩
ゃ
、
知
識
を
、
弓
一
度
位
は
お
互

に
持
よ
っ
て
腹
の
中
か
ら
言
合
え
る
機
会

が
出
来
ぬ
も
の
か
と
話
を
致
レ
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
の
始
ま
り
で

し
た
。
一

人
の
友
は
一
一
一
人
を
呼
ぴ
、
三
人

私
は
あ
す
な
ろ
の
木
を
見
た
事
が
な
い
」
事
が
な
い
為
の
郷
愁
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
の
友
は
十
人
を
呼
び
、
急
激
に
会
員
が
ふ

会
の
発
足
の
時
発
起
人
の
各
氏
と
会
名
の

一
会
の

一
週
年
に
あ
た
り
、
乙
の
小
会
合
が
一
え
て
来
ま
し
た
。
で
す
が
、
振
り
返
り
見

舞
に
随
分
と
議
論
を
し
た
も
の
で
す
二

も

っ

と
前
進
す
る
会
で
あ
っ
て
く
れ
れ
ば
一
れ
ば
未
熟
な

一
年
で
し
た
。
会
員
の
希
望

議
論
百
出
仲
々
気
に
入
る
名
前
等
あ
る
訳
一
と
心

か
ら
念
願
し
て
居
り
ま
す
。

あ
す
な

一
す
る
ク
ラ
ブ
と
は
、
と
て
も
駈
は
な
れ
た

で
な
く
、
自
分
の
子
供
に
名
前
を
付
け
る
一
ろ
の
命
名
を
百
科
辞
典
に
首
っ
た
け
で
語
一
会
が
出
来
上
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

時
周
様
、
首
を
ひ
ね
っ
た
も
の
で
し
た
。
一
言
を
き
が
し
て
よ
り
私
達
の
ク
ラ
ブ
活
動

一
私
は
狼
狽
し
、
と
れ
で
は
駄
目
だ
。

ζ

ん

平
供
の
名
前
で
も
呼
び
な
れ
る
と
、
そ

ん
一
が
初
ま
っ
た
の
で
す
。
私
は
現
在
迄
に
自
一
な
事
で
は
折
角
の
ク
ラ
ブ
も
自
然
消
滅
し

な
に
不
自
然
で
な
い
よ
う
な
り
ま
す
。
そ
一
分
の
境
過
を
娠
り
か
え
っ
て
見
て
、
仕
事
一

て
し
ま
う
と
、
あ
せ
っ
て
来
ま
レ
た
。

の
よ
う
な
つ
も
り
で
は
な
い
の
で
す
が
、
一
以
外
に
は
良
き
友
を
多
く
得
た
事
を
感
謝
一
毎
弓
の
例
会
は
出
席
者
と
名
簿
の
対
照
で

そ
れ
以
上
の
も
の
が
無
か
っ
た
の
は
事
実
一
し
て
居
り
ま
す
。
私
の
性
格
が
そ
う
さ
せ
一
今
月
は
と
の
プ
ラ
ン
と
胸
に
画
い
た
像
も

で
す
が
、
何
ん
と
な
く
喫
茶
庖
か
パ
ア

1
一る
の
か
、
地
方
出
媛
会
社
官
庁
の
セ
ー
ル

一
ガ
タ
ガ
タ
と
く
づ
れ
て
行
く
気
持
に
な
り

に
あ
り
そ
う
な
名
前
を
命
名
す
る
事
に
決
一

ス
時
代

に
も
、

違
っ
た
業
種
の
第

一
線
の
一
ま
し
た
。
全
々
出
席
し
な
い
会
員
も
出
て

ま
り
ま
し
た
。

一セ
ー
ル
ス
マ
ン

の
方
と
す
ぐ
に
友
達
付
合
一
来
ま
し
た
。

私
は
言
い

し
れ
ぬ
淋
し
さ
で

会
の
一
年
を
過
ぎ
た
今
日
で
も
何
ん
と
な
一
を
し
て
織
き
ま
し
た
。
多
極
劣
品
惜
な
業
種

一
会
員
の
友
と
顔
を
合
せ
て
い
な
が
ら
目
で

く
キ
ザ
な
、
そ
し
て
弱
々
し
い
感
じ
も
し
一

の
友
は
、
私
と
同
様
な
悩
を
持
っ
て
居
り
、
一
は
、

選
挙
の
禦
読
み
の
如
く
数
ば
か
り
追

ま
す
。
で
す
が
ま
だ
見
た
事
も
無
い
あ
す
一
私
同
様
な
理
想
に
燃
え
て
居
る
一挙
が
わ
か
一
っ
て
い
る
の
で
す
e

で
す
が
私
と
問
機

に

な
ろ
の
木
(
会
)
に
私
は
執
念
の
燥
な
愛
一
り
仕
事
の
合
同
に
議
論
を
し
た
り
、

教
わ

一
一
熱
心
な
同
志
の
居
る
一事
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

着
を
感
じ
て
来
て
居
り
ま
す
。
ま
だ
見
た
一

っ
た
り
し
て
居
る
内
に
、
出
来
れ
ば
、
共
少
数
の
同
志
は
実
に
熱
の
入
っ
た
発
案
を

私

と

あ

す

な

ろ

今

田

英

自

転

車

産

業

斜

陽
論
必

我
が
街
の
自
転
車
の
交
通
量
は
如
何
な

る
も
の
か
と
、
街
角
に
立
っ
て
見
る
と
、

自
動
車
、
パ
イ
夕
、
モ

l
ペ
ッ
ト
と
続
き

十
五
台
に
一
台
の
比
で
し
か
自
転
車
の
通

ら
ぬ
の
を
見
て
は
、
我
々
業
界
人
で
す
ら

最
早
マ
イ
カ
ー
時
代
来
る
と
思
わ
ざ
る
を

一
一
得
な
い

し
、
先
般
、
東
京
の
銀
行
員
五
千

一
名
に
依
る
，
斜
陽
産
業
選
出
M
M

の
ア
ン
ケ

一
l
ト
に
よ
っ
て
も
業
種
百
種
の
中
に
あ
っ

}
-
て
第
一
位
は
石
炭
で
あ
り
続
い
て
第
五
位

向
同
一
に
は
残
念
な
事
に
我
が
自
転
車
産
業
が
挙 池

谷

栄

ケ
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
加
え
て
先
般
週

刊
紙
上
を
賑
わ
し
た
業
界
第

一
位
の
山
口

自
転
車
工
場
倒
産
一
と
い
う
事
こ
な
る

と、

万
人
が
自
転
車
産
業
斜
陽
論
を
唱
え
る
の

も
無
理
か
ら
ぬ商事
で
あ
る
。

所
が
生
産
面
で
は
昭
和
三
十
二
年
の
二
百

四
十
万
台
、
三
十
五
年
の
三
百
十
万
台
、

三
十
七
年
は
三
百
十
五
万
台
と
上
昇
し
、

一
万
需
要
動
向
は
と
云
え
ば
、
最
近
の
自

転
車
需
要
の
方
向
が
、
オ
ー
ト
バ
イ
界
の

一五

O
回
級
が
暖
四
、
軽
三
輪
に
移
行
し

且
っ
と

の
連
敗
卓
が
バ

イ
ク
に
変
っ

た
犠

に
、
自
転
車
界
も
業
務
用
か
ら
、
家
庭
用

ス
ポ
ー
ツ
用
と
し
て
の
位
質
を
持
ち
、
特

に
婦
人
用
車
が
家
庭
に
浸
透
し
国
民
所
得

の
向
上
に
よ
る
消
費
プ

l
ム
の
影
響
に
よ

っ
て
、
子
供
自
転
車
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の

普
及
は
健
全
な
る
ス
ポ
ー
ツ
と
レ
て
育
成

さ
れ
つ
〉
あ
り
、
中
学
高
校
生
の
急
増
で

通
学
需
要
は
大
巾
に
ふ
え
る
一
万
で
あ
り

と
の
様
な
状
態
が
三
年
程
度
続
け
ら
れ
る

と
い
う
事
で
あ
る
し
、
今
全
国
の
実
動
自

転
車
の
数
が
二
千
四
百
万
台
、
そ
の
中
買

い
替
え
る
べ
き
中
古
車
が
千
七
百
万
台
も

あ
る
と
い
う
事
に
な
れ
ば
、
自
転
車
界
も

発
展
産
業
と
し
て
は
う
な
づ
け
な
い
が
、

発
展
性
を
含
ん
だ
安
定
産
業
で
あ
っ
て
決

出
し
、
実
行
力
の
あ
る
人
ば
か
り
で
す
。
一
平
均
し
た
足
の
屈
伸
運
動
に
効
果
が
あ
る

私
と
同
じ
、
名
門
の
出
で
も
な
け
れ
ば
、
一
事
は
た
レ
か
で
し
ょ
う
e

学
織
の
あ
る
方
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
と
の
説
が
話
題
に
な
る
な
ら
ば
、
テ
レ
ビ

商
業
界
は
ま
だ
歌
舞
伎
役
者
同
様
、
主
人
一
の

C
M
に，

nδ
の
自
転
車
に
乗
っ
て
明

の
二
世
は
次
代
の
主
人
と
な
り
社
長
で
す
」
白
争
勝
ち
と
ろ
う
も
守
と
現
れ
る
臼
も
近

ま
た
そ
れ
を
、
擁
幾
す
る
機
関
も
、
そ
の
一
い
で
し
ょ
う
じ
、
自
転
車
の
需
要
が
以
外

主
な
る
万
を
優
遇
す
る
機
関
で
も
あ
り
ま
一
な
万
面
に
拡
が
る
と
す
る
な
ら
ば
、
自
転

す
e
社
員
伝
り
后
員
な
り
が
有
能
で
あ
っ
一
車
淘
万
万
才
で
あ
る
。

て
も
、
そ
の
演
は
、
細
く
、
と
ば
し
い
も
一

iEEE''B''
・!・
E
B
-
-
E
'
!

の
で
す
。
と
の
有
能
な
土
が
、
自
分
の
能
一

力
を
発
揮
す
る
事
が
ゆ
る
さ
れ
な

け

れ

ば

一

会

員

文

芸

欄

私
遥
の
理
怨
の
商
演
は
道
端
の
雑
草
の
如
一

く
忘
れ
さ
ら
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
一

私

は

あ

す

な

ろ

ク

ラ

ブ

の

同

志

と

そ

お

互

一

短

歌

に
共
通
の
悩
み
を
討
論
す
る
事
乙
モ
、
私
一

一

酒

場

佐

々

木

政

勝

遠
の
め
ざ
レ
た
商
業
の
理
績
郷
を
作
る
礎
一

だ
と
思
い
ま
す
。
乙
〉
に
こ
た
び
会
の
ス
一
い
く
ば
く
の
演
長
ま
じ
え
て
商
談
ぞ
ま
と

ロ
l
ガ
ン
を
沓
き
と
め
た
い
。
「
郷
土
を

一
φ
小
さ
き
酒
場
に
入
り
ぬ

愛
し
、
仕
事
に
徹
レ
、
人
と
和
す
」
私
の
一
商
用
の
延
長
の
酒
ホ
ス
テ
ス
の
す
す
め
る

愛
す
る
、
あ
す
な
ろ
よ
、
婚
に
な
る
た
め
一
ま
〉
に
重
ね
て
ゐ
た
り

の

努

力

を

忘

れ

る

な

。

一

水
割
り
を
飲
ん
で
ボ
ッ
ク
ス
深
く
ゐ
て
セ

一
1
ル
ス
業
の
は
げ
し
き
日
々
よ

一ビ
ジ
ネ
ス
の
酒
飲
む
ツ
ポ
も
心
得
て
ネ
オ

2
5
2
4
5
2
2
5
t
s
t
s
t
5
2
4
5

一
ン
の
街
の
コ

l
ス
定
ま
れ
り

し
て
斜
陽
産
業
で
は
な
い
と
い
う
事
を
御

一同
僚
と
肩
た
た
き
合
う
屋
台
酒
啄
木
ゆ
か

認
識
裁
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

一
り
の
春
宵
の
街

話
は
変
り
，
と
の
ス
ピ
ー
ド
時
代
に
自
転

一
あ
か
ら
さ
ま
社
交
辞
令
と
知
り
な
が
ら
今

車
な
ん
か
に
乗
れ
る
か

d
と
い
う
人
も
と
一
宵
は
飲
も
う
耳
傾
け
て

れ
を
読
め
ば
日
夜
苦
労
な
さ
っ
て
、
一
杯
一
セ
ン
ス
あ
る
話
題
た
く
み
な
マ
ダ
ム
ゐ
て

の
リ
ポ
ピ
タ
ン
D
、
ア
ス
パ
ラ
等
の
強
精

一商
人
だ
ま
り
の
パ
ー
と
は
な
り
ぬ

剤
に
頼
っ
て
い
る
人
も
，
自
転
車
で
い
と

一沈
黙
の
空
気
動
い
て
商
談
の
ま
と
ま
る
気

ぅ
4
と
叫
ぶ
僚
に
な
る
で
し
ょ
う
。
一
配
静
か
に
飲
め
り

本
田
セ
ッ
ク
ス
博
士
は
e
足
腰
を
鍛
え
て
一

セ
ッ
ク
ス
に
強
く
な
ろ
う
と
い
う
男
性
に
一

は
自
転
車
が
最
適
だ
e
何

故

な

ら

ば

、

ぺ

一

俳

句

タ
ル
を
踏
む
と
血
管
、
時
吸
器
、
神
経
系
一

統
に
軽
い
刺
戟
を
与
え
て
、
回
復
作
用
を
一

ラ
イ
ラ
ッ
ク
と
言
う
酒
場
あ
り

う
な
が
し
全
身
運
動
の
役
目
を

果

た

す

事

一

海

霧

の

街

が
証
明
さ
れ
て
い
る

6
と
a
医
学
的
な
事

は
解
ら
ぬ
迄
も
と
の
適
当
な
跳
躍
運
動
と

校

初日



(4) 

堤
で
、
チ
カ
釣
ぢ
が
出
来
る
の
だ
。
叉
乙
一
も
の
の
機
能
と
は
、
そ
れ
が
果
す
と
と
一
る
と
し
て
い
る
の
も
、
い
か
に
真
剣
に
経

一
れ
丈
の
熱
心
と
、
努
力
が
あ
れ
ば
、
チ
カ
一
ろ
の
役
割
で
あ
る
。
一
営
合
理
化
に
対
処
し
て
い
る
か
が
う
か
が

一
的
ぢ
も
人
に
負
け
な
い
の
だ
。
こ
れ
が
企
一
例
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
鉛
筆
を
買
う
の

一
い
知
れ
る
の
で
あ
る
。

一
業
経
営
と
結
ば
れ
た
な
ら
、
美
し
い
花
が
一
は
実
は
何
か
書
く
も
の
が
欲
し
い
か
ら
で

一

三
、
価
値
分
析
の
方
法

一
咲
く
盆
栽
と
同
じ
で
、
優
秀
な
成
績
が
生
一
あ
り
、
叉
ペ
イ
ン
ト
を
貿
う
の
は
、
何
か
一
方
法
に
つ
い
て
は
企
業
性
の
規
模
、
生

私
の
趣
味
は
盆
栽
づ
く
り
で
あ
る
。
金
一
然
に
伸
ぽ
す
校
は
、
自
然
に
ま
か
せ
る
と
一
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。
一
表
面
を
保
獲
ず
る
も
の
を
買
う
の
で
あ
る
。
一
産
品
目
等
に
よ
っ
て
異
っ
て
く
る
が
、
一

栽
を
眺
め
、
盆
栽
を
い
ぢ
く
っ
て
居
る
時
一
一
去
っ
た
、
取
捨
選
択
が
必
要
で
あ
る
。
六
一
次
に
美
し
い
花
は
(
優
秀
な
成
績
は
)
、
一
そ
れ
故
、
決
し
て
、
鉛
筆
ゃ
、
ペ
イ
ン
ト

一
般
に
は
次
の
よ
う
な
方
法
が
と
ら
れ
て
い

一が
、
一
番
楽
し
い
時
で
あ
る
。
乙
れ
は
私
一
ケ
放
い
と
云
わ
れ
る
、
土
の
状
態
、
水
、
一
ど
う
し
た
ら
咲
く
か
。
そ
れ
は
立
派
な
木
一
そ
の
も
の
が
欲
し
い
わ
け
で
は
な
く
、
ほ

一
る。

ば
か
り
で
な
い
、
誰
し
も
好
き
な
事
を
や
一
肥
料
の
加
減
も
、
草
木
に
対
す
る
愛
情
が

一
(
従
業
員
)
を
造
る
事
で
あ
る
。
痔
せ
た
一
か
に
そ
の
要
求
を
満
た
す
も
の
が
あ
れ
ば
、
一

。
実
施
品
目
の
決
定
(
テ
!
マ
)

っ
て
居
る
時
か
、
一
番
幸
福
な
時
間
で
あ
』
一
あ
れ
ば
、
必
ず
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
育

一
ふ
ら
ふ
ら
し
た
木
に
は
、
立
派
な
大
き
な
一
あ
る
い
は
、
そ
の
ほ
か
の
も
の
を
民
う
か

一

伺
を
調
査
す
る
か
を
決
定
す
る

る
。
盆
栽
づ
く
り
は
六
ケ
敷
い
も
の
と
一
広
一
児
法
を
、
習
わ
な
く
と
も
、
動
物
は
上
手
一
花
は
決
し
て
咲
か
な
い
。
士
気
旺
盛
な
イ
一
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
一
。

一事実
の

収

集

(

デ

ー

タ

)

わ
れ
て
い
る
。
然
し
趣
味
で
あ
れ
ば
と
そ
、
一
に
子
供
を
育
て
て
行
く
の
も
愛
情
で
あ
る
。
一
キ
イ
キ
し
た
従
業
員
が
初
め
て
立
派
な
花
↑
ど
ん
な
陪
入
要
求
で
も
、
本
当
の
意
味

一
・

改
善
案
の
提
出

必
ず
し
も
六
ケ
敷
い
と
は
思
わ
れ
な
い
υ

一
企
業
経
営
の
『
コ
ツ
』
も
そ
こ
に
あ
る
の
一
を
咲
か
す
の
だ
@
こ
の
事
を
考
え
る
時
、
一
か
ら
い
う
と
、
買
い
た
い
の
は
、
機
能
で
一
・

長
適
案
の
作
成

盆
栽
が
趣
味
で
あ
り
、
愛
情
が
あ
れ
ば
一
趣
味
で
あ
る
が
故
に
出
来
る
の
で
あ
る
な
一
経
営
者
は
優
秀
な
る
従
業
員
の
養
成
、
従
一
あ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
従
っ
て
わ
れ
一
・
供
給
業
者
と
の
協
議

必
ず
、
立
派
な
枝
が
伸
び
、
美
し
い
花
が
一
ら
、
企
業
経
営
ゐ
趣
味
と
し
て
は
出
来
な
一
業
員
の
士
気
の
高
揚
を
忘
れ
て
は
、
美
し
一
わ
れ
の
必
要
と
す
る
機
能
を
満
た
す
も
の
一
・

最
終
案
の
作
成
ま
と
め

咲
く
も
の
で
あ
る
。
ぃ
ぢ
り
過
ぎ
、
水
を
一
い
も
の
か
?
。
趣
味
丈
は
人
に
負
け
な
い

一
い
花
を
求
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
だ
。
↑
で
あ
っ
て
し
か
も
よ
り
価
絡
の
安
い
も
の

一

価
値
分
析
の
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
こ
と

や
り
鴻
き
て
も
枯
れ
て
し
ま
い
、
放
っ
て
一
と
、
云
え
る
な
ら
、
企
業
経
営
も
人
に
負
一
従
業
員
の
こ
と
に
就
て
は
後
日
に
ゆ
づ
り
、
一
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
用
い
る
方
が
得
策
で

一
ー

そ

の
材
料
や
部
品
の
果
す
べ
き
機
能

お
く
と
叉
、
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
一
け
な
い
成
績
を
、
挙
げ
る
事
が
出
来
る
事
一
私
は
事
業
の
繁
栄
に
は
、
趣
味
と
共
に
、
一
あ
る
乙
と
は
、
容
易
に
判
断
で
き
る
こ
と

一

は
な
に
か

だ
。
多
く
の
校
の
中
で
徒
長
校
は
切
り
す
一
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
趣
味
で
あ
る
が
故
一
日
夜
努
力
致
し
て
い
き
た
い
と
念
じ
て
い
一
で
あ
ろ
う
。

一
Z

Lそ
の
品
物
の
価
格
で
は
、
用
途
に
見

て
、
た
わ
め
る
べ
き
は
、
手
を
加
え
、
自
一
に
朝
三
時
か
ら
起
き
て
、
あ
の
寒
い
防
波
一
る
次
第
で
あ
る
。
一
価
値
分
析
と
は
、
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う

一

合
う
だ
け
の
値
打
が
あ
る
か

!111
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i
l
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一
な
経
済
性
の
見
地
に
立
っ
て
、
資
材
の
規
一

a
そ
の
形
状
全
部
が
必
要
で
あ
る
か

一
今
か
ら
十
六
年
程
前
、
米
国
の
ジ
エ
ネ
工
俗
、
仕
様
、
製
造
方
法
材
料
、
積
算
内
容
、
一

4

も
っ
と
よ
い
品
物
が
ほ
か
に
な
い
か

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

.

τ

フ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
で
も
、
製
品
一
購
入
先
な
ど
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
、
喜

一
5

も
っ
と
安
い
経
費
で
作
る
万
法
は
な

ポ

ケ

ッ

ト

マ

、

不

1
ジ

メ

ン

ト

一

の

コ

ス

ト

引

下

げ

を

目

指

し

て

、

個

々

の

二

体

と

な

っ

て

組

織

的

な

方

法

で

評

価

し

一

い
か

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

一

製

品

や

部

品

の

コ

ス

ト

を

、

あ

ら

ゆ

る

万

一

分

析

し

検

討

を

加

え

る

も

の

で

あ

る

。

一

ι
重

量
に
見
合
っ
た
適
切
な
製
造
方

一
面
か
ら
切
り
下
げ
る
工
夫
を
重
ね
て
き
た
、
一
二
、
価
値
分
析
の
普
及

一

法
で
作
ら
れ
て
い
る
か

世
の
中
に
は
、
わ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
二
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
何
等
か
の
窓

一
そ
し
て
、
も
う
こ
れ
以
上
は
節
減
で
き
な
一
価
値
分
析
、
は
前
述
の
通
り
、
ア
メ
リ

一

τ
そ
の
価
格
は
適
切
で
あ
る
か

案
外
わ
か
っ
ち
ゃ
い
な
い
事
が
、
多
い
も
一
味
で
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
一
い
と
い
う
限
回
線
に
き
た
と
き
当
時
購
買
一
カ

G
-
E
社
の
発
案
で
採
用
し
た
の
で
あ
一
旦
も
っ
と
信
頼
で
き
る
供
給
者
は
な
い

の

で

あ

る

。

一

価

値

分

析

(
g
H
E

』

EOHM-z
〉
一
部
門
の
担
当
者
で
あ
っ
た
ラ
リ

I
・
D
-
一
る
が
、
今
日
で
は

G
-
B
社
の
重
要
な
施
一
か

よ
く
例
え
に
引
用
さ
れ
る
と
と
だ
が
両
一
に
つ
い
て
一
マ
イ
ル
ズ
民
は
、
視
角
を
新
た
に
し
て
、
一
策
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
一

a
自
庖
よ
り
も
安
く
買
っ
て
い
る
例
は

刃
の
剃
刃
に
1
、
2
の
マ

l
ク
が
隅
に
印
一
一
、
価
値
分
析
と
は

一
全

然

別

の

方

面

か

ら

問

題

を

解

く

や

り

万

一

る

。

一

経
戸"-4
邑

私

横
、理

4ト，c:.、

の

重

幸

地


